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1.はじめに 

1.1 はじめに 

本マニュアルでは、「業務用省エネ計算統合ソフト」の利用方法について説明します。 

「業務用省エネ計算統合ソフト」では、次のことが行えます。 

 

（１）三菱電機の複数の業務用設備機器※１のランニングコスト計算が簡単にできます。 

（２）計算結果を提案書として EXCELに出力することができます。 

 

1.2 動作環境 

OS 
Windows 8.1 (32/64bit) 

Windows 10 (32/64bit) 

Microsoft Office 
Office 2016 (32bit) 

Microsoft 365 (32bit/64bit) 

解像度 1024×768 以上 

ハードディスク空き容量 100MB 以上 

 

上記を満たさない環境での動作は保証いたしません。 
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２.インストールとアンインストール 

2.1 インストール 

ソフトウエアのインストールは次の手順で行います。 

（１）業務用省エネ計算統合ソフトのインストールプログラム(togosyoene.EXE) 

をＷＩＮ２Ｋの計算ソフトのページよりダウンロードします。 

（２）ダウンロードしたファイルをダブルクリックして実行します。 

（３）省エネ統合ソフトインストーラの画面に「インストールを開始 

しますか？」のメッセージが表示されます。 

［はい］ボタンをクリックします。 

 

（４）展開先の指定画面が表示されます。［ＯＫ］ボタンを押します。 

（※）インストーラプログラムをテンポラリ 

   フォルダ以外に展開する場合は、［参照］ 

ボタンをクリックして変更してください。 

 

 

（４）展開先に展開用フォルダがない場合は、 

次のメッセージが表示されます。 

［ＯＫ］ボタンを押します。 

 

 

 

 

（５）インストーラの展開中の画面が表示されます。 

そのままお待ちください。 

 

 

 

（６）ユーザーアカウント制御画面で、 

「次の不明な発行元からのプログラムにこのコンピューターへの変更を許可しますか？」 

と表示されます。 

［はい］ボタンをクリックします。 

 

（７）「業務用省エネ計算統合ソフトセットアップへようこそ」の画面が表示されますので 

［次へ］のボタンをクリックします。 
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（８）「使用許諾契約」画面が表示されます。ソフトウエア仕様許諾契約をご確認の上、 

   「使用許諾契約の全条項に同意します」をクリックし、［次へ]ボタンをクリックします。 

  （※）必要に応じて、ソフトウエア仕様許諾 

契約を［印刷］ボタンで印刷してください。 

 

 

 

 

 

（９）「セットアップステータス画面が」表示されます。 

インストールが完了すると本画面は消えます。 

 

 

 

 

 

 

（１０）しばらくすると、「メンテナンスの完了画面」が 

表示されますので、［完了］ボタンをクリックし 

    ます。インストールは完了です。 

 

 

 

 
2.2 アンインストール 

（１）「コントロールパネル」の「プログラムのアンインストール」を起動してください。 

（２）「業務用省エネ計算統合ソフト」 

を選択して、右クリックでアン 

インストールを選びます。 
 
 
 
 
（３）アンインストールの確認画面が表示 

されますので［はい］ボタンをクリ 
ックしてください。 

 
 
 
 
（４）「アンインストール完了」の画面に戻ったところで、［完了］ボタンをクリックしてください。 



 

業務用省エネ計算統合ソフト操作説明書 

4 

３. 起動と終了 

3.1 起動 

（１）［スタート］－［すべてのプログラム］－ 

   ［業務用省エネ計算統合ソフト］の順で 

クリックします。 

 

（※）デスクトップ上に配置された「業務用省エネ計算 

統合ソフト」のアイコンをダブルクリ 

ックすると更に簡単に起動できます。 

 

（２）起動の際、セキュリティ警告の画面が表示されることがあります。 

以下の①、②の操作を行ってマクロを有効にしてください。 

 

①セキュリティの警告で［コンテンツの有効化］ボタンを押します。 

 

（※）セキュリティ警告の画面が出ない場合は、「3.3 プログラムが起動しない場合の対処方法」を

ご確認ください。 

（※）本プログラムでは、EXCEL のマクロ機能を利用しているため、 

   マクロを有効にしないとプログラムを動作させることができません。 

 

（３）次の画面が表示されましたら起動完了です。 
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3.2 終了 

（１）［⑤終了］ボタンを押すと、プログラムは終了します。 

（※）プログラムが終了しない場合は、お客さまが別の EXCEL ファイルを編集されている可能性がご

ざいますので、別 EXCELを終了してください。 

 

3.3 プログラムが起動しない場合の対処方法 

本プログラムは、Excelマクロを利用して作成しておりますので、マクロの設定によりプログラムが起 

動しないことがあります。その場合は、下記内容をご確認ください。 

（※）下記確認方法は Microsoft 365 Excelの場合です。 

 

 セキュリティレベルの確認 

（１）「ファイル」メニューより「オプション」を選択ください。 
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（２）オプション画面が表示されますので、「トラスト センター」を選択し、 

[トラスト センターの設定(T)］ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）トラスト センターダイアログが表示されますので、「マクロの設定」を選択し、 

「警告を表示してすべてのマクロを無効にする（D)」が選択されていることを確認してください。 

選択されていない場合は選択し、［OK］ボタンを押してください。 

再度、（２）の Excel のセキュリティオプション画面が表示されるので、［OK］ボタンを押してく 

ださい。 

 

（４）プログラムを再度起動してください。 
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４. 開くと保存 

4.1 開く 

（１）［開く］ボタンをクリックします。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ファイルを開く画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）保存した業務用省エネファイルを選択して、［開く］ボタンをクリックします。 

 

（４）選択されたファイルが初期画面上に開きます。 
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4.2 保存 

（１）［保存］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）名前をつけて保存の画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）保存先を選択して、ファイル名を入力し、［保存］ボタンを押します。 

 

（４）指定された先に、業務用省エネファイルが保存されます。 
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５. 提案書出力までの操作手順 

起動画面左側に書かれた操作手順で、提案書を出力できます。 

5.1 共通情報・空調条件の入力  

省エネ提案書作成に関する機種間での共通情報を入力してください。 

各項目の内容は下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⓐお客様名 ：お客様名（提出先）を入力してください。 

 

ⓑ物件名 ：物件名を入力してください。 

 

ⓒ提案社名 ：本提案書を直接お客様に提案する会社を入力してください。 

ⓓ提案社名(二段目)：提案社名と提案書作成会社が異なる場合、必要に応じて社名等を入力ください。 

 

ⓔ用途  ：計算する建物の用途を選択してください。 

      （ⓘの JRA規格をチェックすると、店舗、事務所のみが選択可能です。 

なお、ⓕ都市名が札幌の場合は、事務所のみとなります。） 

 

ⓕ都市名 ：物件の所在地を入力してください。該当する都市が無い場合は、近隣の都市を選択してくだ 

さい。 

     （ⓘのJRA規格をチェックすると  

       ＜東京、大阪、名古屋、仙台、福岡、広島、高松、富山、前橋、盛岡、札幌、鹿児島＞ 

       のみが選択可能となります。）  

 

ⓖ契約電力 ：都市名を選択すると、自動的にその都市の契約電力会社が表示されます。 

変更したい場合は、リストから選択してください。 

 



 

業務用省エネ計算統合ソフト操作説明書 

10 

ⓗＣＯ2排出係数 ：ＣＯ2排出係数は、初期値 0.40 となります。変更したい場合は、入力ください。 

（※）変更した場合は、提案書の杉の木に換算する表示はなくなります。 

 

ⓘJRA規格 ：空調の省エネ計算を JRA規格（JRA 4002:2013R)で行う場合はチェックしてください。 

      （この場合、用途、都市名、温度条件等が、JRA規格に従い、絞り込まれます。） 

 

ⓙ契約種別 ：電力契約の種別を選択してください。 

 

ⓚ冷房期間のみ計算 ：冷房期間のみ計算したい場合は、チェックしてください。 

（ⓘの JRA規格をチェックすると、入力できません。） 

 

ⓛ設定温度 ：計算する条件の設定温度を入力してください。 

（ⓘの JRA規格をチェックすると、入力できません。） 

 

ⓜ冷房期間 ：計算する条件の冷房期間を入力してください。 

（ⓘの JRA規格をチェックすると、入力できません。） 

 

ⓝ暖房期間 ：計算する条件の暖房期間を入力してください。 

（ⓘの JRA規格をチェックすると、入力できません。） 

 

ⓞ空調時間帯 ：計算する条件の空調時間帯を入力してください。 

（ⓘの JRA規格をチェックすると、入力できません。） 

 

ⓟ1 週間の空調日数 ：計算する条件の空調日数を入力してください。 

（ⓘの JRA規格をチェックすると、入力できません。） 

 

ⓠ前回データを提案社名を残してクリアする 

  ：本ソフトでは、起動時、前回設定したデータを全て保持するようになっています。 

   前回計算したデータをクリアしたい場合は本ボタンを押してください。 
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5.2 省エネ計算を行う 

  省エネ計算統合ソフトで“①共通情報”入力後、各機種毎の省エネ計算を行います。 

5.2.1 業務用ＰＡＣ（Mr.SLIM）の省エネ計算 

（１）“②省エネ計算”の［業務用 PAC(Mr.SLIM)］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）条件設定画面が開きます。条件など必要事項をご記入または設定ください。 

※共通情報（都市名、契約電力会社、契約種別、部屋用途、設定温度、冷房期間、暖房期間、空調時

間帯、1週間の空調日数、冷房期間のみで計算）は、本画面では入力できません。 

「5.1 共通情報・空調条件の入力」にて設定した値が設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①建物負荷手入力： 

   建物の用途から自動で設定しますが、お客様で入力される場合はチェックしてください。 

②契約電力の算出方法： 

基本料金の算出根拠を選択できます。通常は定格消費電力から算出しますが、寒冷地などで暖

房低温消費電力まで含めた中で最大の値を採用する電力会社などの場合は「最大暖房低温、ま

たは定格暖房低温消費電力も含めた消費電力から算出」を選択してください。 
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（３）計算する機種のカテゴリのボタンをクリックします。 

カテゴリの説明 

既設一定速：圧縮機の運転周波数が一定の機種で１９９０年代前半まで主流だった機種です。 

既設インバーター：圧縮機の運転周波数がインバーター回路により可変する機種です。 

         現在の主流となっています。 

インバーター：新品同士の空調機を比較する場合はここから計算してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）カテゴリを選択すると機種選択画面が開きます。 

 

入力欄は現在使用している旧機種、または比較対象となる機種を入れるブロック（上図“Ａ”）と

新たに導入を考えている機種を入力するブロック（上図“Ｂ”）の２つのブロックに分かれていま

す。Ａ，Ｂそれぞれ比較機種を設定してください。20形名までの設定が可能です。 

① 機種タイプ :既設一定速機と既設インバータ機種が混在している場合などは、ここで設定し 

てください。 

② 発売年度 ：発売年度で機種を絞り込む場合に使用します。 

③ タイプ ：室内機のタイプを選択します。選択できるタイプは下記の通りです。 

4方向ｶｾｯﾄ(人感ﾑｰﾌﾞｱｲ)／4方向ｶｾｯﾄ(ｴﾘｱﾑｰﾌﾞｱｲ)／4方向ｶｾｯﾄ(ﾑｰﾌﾞｱｲ 360)／4方向ｶｾｯﾄ 

／2方向ｶｾｯﾄ(ﾑｰﾌﾞｱｲ)／2方向ｶｾｯﾄ／1方向ｶｾｯﾄ(人感ﾑｰﾌﾞｱｲ)／1方向ｶｾｯﾄ(ﾑｰﾌﾞｱｲ) 

／1方向ｶｾｯﾄ／ﾋﾞﾙﾄｲﾝ／天埋／天吊(ﾑｰﾌﾞｱｲ)／天吊／壁掛／床置／厨房／代表機種 

Ａ 

Ｂ 
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④ 定格／最大冷房能力 ：計算したい機種の冷房能力を選択します 

一定速機の場合は定格暖房能力を、インバーター機種の場合は最大冷房能力を基準に選定

してください。 

⑤ ［検索］ボタン ：「①タイプ」、「②定格(最大)冷房能力」の入力が終わりましたら 

［検索］ボタンを押してください。対象となる機種を絞り込みます。 

⑥ 機種名 ：［検索］ボタンを押した後、機種名の右側の▼を押すと候補の一覧が出てきます。 

該当する機種を選択してください。 

 

 

 

 

 

⑦ 台数   ：台数を選択してください。 

⑧ 使用年数 ：旧機種の場合のみ使用年数を入力してください。直接数字を入力することも可能 

です。 

⑨ 人の出入り：「4方向ｶｾｯﾄ(人感ﾑｰﾌﾞｱｲ)、1方向ｶｾｯﾄ(人感ﾑｰﾌﾞｱｲ)」を選定した場合、人の出入 

り状況を選択します。選択は「激しい／通常／考慮しない」です。 

 

（５）「ロスナイ効果」を考慮する場合は、［ﾛｽﾅｲ効果を考慮する］にチェックを入れて［ロスナイ機種選 

定］ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）ロスナイ機種選定画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０形名まで登録可能です。 

機種選択後、［ロスナイ機種選定］ボタンを押してください。 

候補一覧 
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① 用途 ：ロスナイの用途を選択します。選択できるタイプは下記の通りです。 

業務用ﾛｽﾅｲ／設備用ﾛｽﾅｲ／店舗用ﾛｽﾅｲ／学校用ﾛｽﾅｲ 

② タイプ ：ロスナイのタイプを選択します。選択できるタイプは下記の通りです。 

ﾊﾟﾜｰ脱臭ｶｾｯﾄ形／天吊ｶｾｯﾄ形／天吊ｶｾｯﾄ形加湿付／天吊埋込形／ 

天吊埋込形加湿付／外気処理ﾕﾆｯﾄ(天井埋込形加熱加湿付直膨ﾀｲﾌﾟ)／耐湿形／ 

外気処理ﾕﾆｯﾄ(床置ﾋﾞﾙﾄｲﾝ形加熱加湿付直膨ﾀｲﾌﾟ)／床置形／ 

床置ﾋﾞﾙﾄｲﾝ形加湿付／床置ﾋﾞﾙﾄｲﾝ形機械室設置ﾀｲﾌﾟ加湿付／ 

ﾋﾞﾙ用ﾛｽﾅｲﾊﾟｯｸ形／ﾋﾞﾙ用ﾛｽﾅｲﾕﾆｯﾄ横形／ 

全ｶｾｯﾄ形／真下ｸﾞﾘﾙ形／天吊露出形／ 

③ 機能 ：ロスナイの機能を選択します。選択できる機能は下記の通りです。 

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ／ﾏｲｺﾝﾀｲﾌﾟ<ﾌﾘｰﾌﾟﾗﾝ対応形>／耐湿形顕熱交換ﾀｲﾌﾟ／ 

耐湿形全熱交換ﾀｲﾌﾟ 

④ 風量 ：計算したい機種の風量を選びます。 

⑤ 台数 ：▼で選択するか、直接数字(1～99)を入力することも可能です。 

⑥ 形名 ：機種名の右側の▼を押すと候補の一覧が出てきます。 

該当する機種を選択してください。 

 

（７）Ａ，Ｂに比較機種を設定したところで、［提案書選択］ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）提案書選択画面が開きます。 
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（９）提案書選択画面で、提案書出力方法を設定して、［業務用書省エネ計算統合ソフトに戻る］ボタン

をクリックします。 

提案書選択内容は下記の通りです。 

①基準提案        ：リース／クレジット提案書を出力しません。 

②リース／クレジット提案 ：リース／クレジット提案書を出力します。 

③提案書に物件金額明細を出力する：下図の物件金額明細を出力します。 

④既設機（全システム費用） 

 修理/メンテナンス   ：修理/メンテナンス費用を出力します。 

⑤推奨機（全システム費用） ：機器価格、工事費、値引きを設定します。 

              ③をチェックすることで明細が出力されます。 

⑥リース／クレジット    ：提案するリース／クレジットの種類を選択します。 

              リースの場合：年数、クレジットの場合：回数を選択します。 

 

 

（１０）省エネ計算を実行後、初期画面に戻ります。 

 

③物件金額明細 

④修理/ﾒﾝﾃﾅﾝｽ費用 
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5.2.2 ビル用マルチエアコンの省エネ計算 

（１） “②省エネ計算”の［ビル用マルチエアコン］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）条件設定画面が開きます。条件など必要事項をご記入または設定ください。 

※共通情報（都市名、契約電力会社、契約種別、部屋用途、設定温度、冷房期間、暖房期間、空調時

間帯、1週間の空調日数、冷房期間のみで計算）は、本画面では入力できません。 

「5.1 共通情報・空調条件の入力」にて設定した値が設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①建物負荷手入力： 

   建物の用途から自動で設定しますが、お客様で入力される場合はチェックしてください。 

 

②契約電力の算出方法： 

基本料金の算出根拠を選択できます。通常は定格消費電力から算出しますが、寒冷地などで暖

房低温消費電力まで含めた中で最大の値を採用する電力会社などの場合は「最大暖房低温、ま

たは定格暖房低温消費電力も含めた消費電力から算出」を選択してください。 
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（３）計算する機種のカテゴリのボタンをクリックします。 

カテゴリの説明 

既設一定速：圧縮機の運転周波数が一定の機種で１９９０年代前半まで主流だった機種です。 

既設インバーター：圧縮機の運転周波数がインバーター回路により可変する機種です。 

         現在の主流となっています。 

インバーター：新品同士の空調機を比較する場合はここから計算してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）カテゴリを選択すると機種選択画面が開きます。 

 

入力欄は現在使用している旧機種、または比較対象となる機種を入れるブロック（上図“Ａ”）と

新たに導入を考えている機種を入力するブロック（上図“Ｂ”）の２つのブロックに分かれていま

す。Ａ，Ｂそれぞれ比較機種を設定してください。10形名まで設定可能です。 

① タイプ ：室外機のタイプを選択します。(※)：R2は R2同士でのみ計算できます。 

② 最大冷房能力  ：計算したい機種の最大冷房能力を選択します。 

③ [検索］ボタン ：「①タイプ」、「②最大冷房能力」の入力が終わりましたら「検索」ボタン 

を押してください。対象となる機種を絞り込みます。 

(「②最大冷房能力」の入力をしなくても検索できます。) 

Ａ 

Ｂ 
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④ 機種名 ：［検索］ボタンを押した後、機種名の右側の▼を押すと候補の一覧が出てきます。 

該当する機種を選択してください。 

 

 

 

 

 

⑤ 台数 ：台数を選択してください。 

⑥ 室内機表示 ：室内機表示画面が開きます。 

表示された室内機を接続した場合 

での計算を行います。 

確認後「OK」をクリックします。 

 

 

⑦ E制御ﾗｲｾﾝｽ ：E制御ライセンスの効果を反映させる場合はチェックを入れてください。 

⑧ ｴｱｰ搬送ﾌｧﾝ設置 ：エア搬送ファン設置での効果を反映させる場合はチェックを入れてくだ 

さい。パターンの選択も必要になります。 

⑨ ｴｱｰ搬送ﾌｧﾝ連動＋系統集約 ：エア搬送ファン連動での効果を反映させる場合はチェックを 

入れてください。パターンの選択も必要になります。 

 

 

（５）Ａ，Ｂに比較機種を設定したところで、 

［業務用省エネ計算統合ソフトに戻る］ボタンを 

クリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）省エネ計算を実行後、初期画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

候補一覧 
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5.2.3 設備用ＰＡＣの省エネ計算 

（１） “②省エネ計算”の［設備用 PAC］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）条件設定画面が開きます。条件など必要事項をご記入または設定ください。 

※共通情報（都市名、契約電力会社、契約種別、部屋用途、設定温度、冷房期間、暖房期間、空調時

間帯、1週間の空調日数、冷房期間のみで計算）は、本画面では入力できません。 

「5.1 共通情報・空調条件の入力」にて設定した値が設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①建物負荷手入力： 

   建物の用途から自動で設定しますが、お客様で入力される場合はチェックしてください。 

②契約電力の算出方法： 

基本料金の算出根拠を選択できます。通常は定格消費電力から算出しますが、寒冷地などで暖

房低温消費電力まで含めた中で最大の値を採用する電力会社などの場合は「最大暖房低温、ま

たは定格暖房低温消費電力も含めた消費電力から算出」を選択してください。 

 

（３）計算する機種のカテゴリのボタンをクリックします。 

カテゴリの説明 

既設一定速：圧縮機の運転周波数が一定の機種で１９９０年代前半まで主流だった機種です。 

既設インバーター：圧縮機の運転周波数がインバーター回路により可変する機種です。 

         現在の主流となっています。 

インバーター：新品同士の空調機を比較する場合はここから計算してください。 
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（４）カテゴリを選択すると機種選択画面が開きます。 

         

入力欄は現在使用している旧機種、または比較対象となる機種を入れるブロック（上図“Ａ”）と

新たに導入を考えている機種を入力するブロック（上図“Ｂ”）の２つのブロックに分かれていま

す。Ａ，Ｂそれぞれ比較機種を設定してください。20形名までの設定が可能です。 

① タイプ ：室外機のタイプを選択します。選択できるタイプは下記の通りです。 

ＩＮＶ機  ： 一般空調用床置、一般空調用床置高効率、一般空調用天吊 

既設ＩＮＶ機： 一般空調用床置、一般空調用床置高効率、一般空調用天吊 

既設一定速 ： 一般空調用床置 

② 定格／最大冷房能力 ：計算したい機種の冷房能力を選択します 

一定速機の場合は定格暖房能力を、インバーター機種の場合は最大冷房能力を基準に選定

してください。 

③ ［検索］ボタン ：「①タイプ」、「②定格(最大)冷房能力」の入力が終わりましたら 

「検索」ボタンを押してください。対象となる機種を絞り込みます。 

④ 機種名 ：［検索］ボタンを押した後、機種名の右側の▼を押すと候補の一覧が出てきます。 

該当する機種を選択してください。 

 

Ａ 

Ｂ 



 

業務用省エネ計算統合ソフト操作説明書 

21 

 

 

 

 

 

 

⑤ 台数   ：台数を選択してください。 

⑥ 使用年数 ：使用年数を入力してください。直接数字を入力することも可能です。 

（旧機種の場合のみ） 

（５）Ａ，Ｂに比較機種を設定したところで、［業務用省エネ計算統合ソフトに戻る］ボタンをクリック

し 

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）省エネ計算を実行後、初期画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

候補一覧 
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5.2.4照明の省エネ計算 

（１） “②省エネ計算”の［照明］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）条件設定画面が開きますので条件など必要事項を設定してください。 

（初期画面で入力しました“①共通情報”は、本画面では網掛けで入力できません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 電気契約料金 ：お客様の契約している電気料金を選択してください。 

入力が完了しましたら[器具選択画面へ→]をクリックし、次の手順に進んでください。 
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（３）省エネ計算を行う照明器具を選択する画面が開きますので、既存器具と提案器具を選択します。 

 

１）既存器具を選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ランプ区分 : ランプの種別を選択してください。 

②ランプ詳細（種類、本数） : ①で選択したランプの詳細を選択してください。 

③定格など :既存器具データベースでは全て｢-｣になっているので｢-｣を選択して下さい。 

④器具形状 : 器具の形状を選択してください。 

（※）ランプ区分・詳細による絞りこみ機能がないため照明器具すべての形状が表示されます。 

⑤年間点灯時間 : 年間点灯時間を入力してください。※ガイドを開くと参考時間が表示されます。 

⑥消費電力 : ①～④で選択した器具の消費電力が自動的に表示されます。変更はできません。 

⑦ランプ光束 : ①～④で選択した器具の消費電力が自動的に表示されます。変更はできません。 

⑧台数 : 器具台数を入力してください。 

 

★個人データーべースに登録 

登録器具データに省エネ計算を行いたい器具がない場合、任意で器具を登録できます。 

（※）詳細説明・注意事項は「（６）個人データベース登録」を参照ください。  
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２）提案器具を選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●区分から検索か形名から検索のどちらかを選択します。 

・区分から検索 

①ランプ区分 : ランプの種別を選択してください。 

②ランプ詳細（種類、本数） : ①で選択したランプの詳細を選択してください。 

③器具形状 : 器具の形状を選択してください。 

④器具形名 : ①～③で選択した条件で該当する形名が表示されます。提案器具形名を選択し

てください。 

・形名から検索 

⑤形名から検索 : 形名を入力し｢検索ボタン｣をクリックします。該当形名を選択して下さい。 

（※）前方一致で絞りこみが可能です。 

・その他条件の入力 

⑥希望小売価格 : ①～⑤で選択した器具の希望小売価格が自動的に表示されます。変更はで

きません。 

⑦年間点灯時間 : 年間点灯時間を入力してください。ガイドを開くと参考時間が表示されます。 

⑧消費電力 : ①～⑤で選択した器具の消費電力が自動的に表示されます。変更はできません。 

⑨ランプ光束 : ①～⑤で選択した器具のランプ光束を自動的に表示します。変更はできません。 

（※）ＬＥＤ器具の場合、ランプ光束≒器具光束となるため他の器具より光束が低く表示され

ます。計算結果に影響はございません。参考値として�認識ください。 

⑩台数 : 設置予定の器具台数を入力してください。 

★個人データーべースに登録 

登録器具データに省エネ計算を行いたい器具がない場合、任意で器具を登録できます。 

（※）詳細説明・注意事項は「（６）個人データベース登録」を参照ください。 
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３）提案器具の登録およびクリアをする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①登録 : 全項目の入力が完了しましたら[登録]をクリックし、次の器具の選択してください。 

②クリア : 現在の入力しているデータを削除します。 

（※）既に登録しているデータは削除されません。 

③-/15 : 現在登録している機種数を表示します。最大 15機種まで登録可能です。 

 

基本条件を変更したい場合は[←条件入力画面へ]をクリックし、前画面に戻ってください。 

登録が完了しましたら[器具一覧画面へ→]をクリックし、次の手順に進んでください。 

 

（４）照明器具選択画面で登録した器具データを一覧で表示します。 

登録データの変更・削除もこちらから行います。 

 

①変更 : 登録データを変更したい場合には[変更]をクリックし、データの修正をしてください。 
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②削除 : 登録データを削除したい場合には[削除]をクリックし、データの削除をしてください。 

③追加器具登録 : 更に器具を追加したい場合、[←追加器具登録]をクリックし、前画面に戻って

ください。 

④条件入力画面 : 基本条件を変更したい場合は[←←条件入力画面へ]をクリックし、前々画面に

戻ってください。 

（※）既に登録しているデータは削除されません。 

 

（５）設定が終了しましたら、［業務用省エネ計算統合ソフトに戻る］ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）個人データベース登録 

個人データベース登録とは、省エネ計算を行う照明器具を選択する際、登録データベースにない器

具をユーザーが任意に登録できるマニュアル入力機能です。� 

機能を使うとユーザーオリジナルのデータベースを作成する事が可能です。 

 

●既存照明器具 個人データベース登録と削除 

既存器具の個人データベースの登録と削除は下記の手順で行ってください。 

 

1）登録 

①照明器具：画面（説明(3),1））既存器具欄右下にある[個人データベース新規登録]ボタンクリ

ックしてください。 

    ②下記画面が表示されますので、任意の器具データを入力してください。 
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     （※）各項目が既存の登録データと同じ名称の場合、データベース管理のため登録ができず下

記の注意画面が表示されます。別名称を入力して下さい。 

 

 

 

    ③全項目を入力したことをご確認の上、[登録]ボタンを押してください。 

     （※）該当項目のみの登録機能はございません。 

        お手数ですが、全項目を入力の上、[登録]ボタンを押してください。 

    ④登録したデータが選択項目の最下段に表示されます。 

 

2）削除 

    登録データ削除は、①器具データ削除と②器具形状削除の 2つに分かれています。 

    各削除方法は下記手順で行ってください。 

 

    ①器具データ削除 

     個人登録した ランプ区分・ランプ詳細・定格・消費電力・ランプ光束を削除できます。 

     （ア）照明器具一覧画面（説明(3),1））既存器具欄右下にある[器具データ削除]ボタンをクリ

ックしてください。 

     （イ）削除画面が表示されますので削除したいデータにチェックをいれ[削除]ボタンをしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

     （ウ）削除中の画面が表示され、登録したデータが削除されます。 

 

②器具形状削除 

     個人登録した器具形状を削除できます。 

（ア）照明器具一覧画面（説明(3),1））既存器具欄右下にある[器具形状削除]ボタンをクリッ 

クしてください。 

（イ）削除画面が表示されますので削除したいデータにチェックをいれ[削除]ボタンをしてくだ 

   さい。 

 

 

 

 

 

 

（ウ）削除中の画面が表示され、登録したデータが削除されます。 
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●提案照明器具 個人データベース登録と削除 

提案器具の個人データベースの登録と削除は下記の手順で行ってください。 

 

1）登録 

①照明器具一覧画面（説明(3),1））提案器具欄右下にある[個人データベース新規登録]ボタンを

クリックしてください。 

  ②下記画面が表示されますので、任意の器具データを入力してください。 

       （※）各項目が既存の登録データと同じ名称の場合、データベース管理のため登録ができず、

下記の注意画面が表示されます。別名称を入力して下さい。 

③全項目を入力したことをご確認の上、登録ボタンを押してください。 

      お手数ですが、全項目を入力の上、登録ボタンを押してください。 

④登録したデータが選択項目の最下段に表示されます。 

 

2）削除 

    登録データ削除は、下記手順で行ってください。 

①照明器具一覧画面（説明(3),1））提案器具欄右下にある[器具データ削除]ボタンをクリックし

てください。 

    ②削除画面が表示されますので削除したいデータにチェックをいれ[削除]ボタンをしてくださ

い。 

   

③削除中の画面が表示され、登録したデータが削除されます。 
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5.3 提案書の出力 
5.3.1 提案書の出力 
各機種の省エネ計算が完了すると、省エネ計算の各機種ボタン横の計算表示が、計算未から計算済に変

更されます。計算済となった機種についてのみ、提案書を出力することができます。 

 

（１）提案書出力の枠の中で提案書を出力する機種のチェックボックスをチェックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）提案書出力ボタンを押します。 

「提案書ファイルの保存」画面が表示されます。ファイル名をつけて「保存」ボタンをクリックし

ます。 

（３）提案書出力中の画面となります。 

   提案書は EXCEL ファイルで出力されます。 

   提案書出力まで１、２分かかることもありますので、お待ちください。 
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（４）下記のように提案書が EXCELファイルで出力されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.3.2 提案書の内容の確認 
EXCEL出力された提案書は、１枚ごと EXCELの１シートに出力されています。 

次の手順で確認することができます。 

  EXCELでは、下のタブをクリックすることでシートを切り替えることができます。 

  「イントロ省エネ法Ｐ１」に切り替えるには、イントロ省エネ法Ｐ１のタブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）［すべてのシートを選択］してから、印刷プレビューで確認することもできます。 

  タブを右クリックし、ポップアップメニューから［すべてのシートを選択］をクリックすると 

  すべてのシートが選択されます。 

 

 

御中

物件名：

☆☆☆☆

○○本社ビル　リニューアル工事

△△△△工務店

提案社名

業務用 空調・照明
省エネご提案書
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5.3.3 提案書の印刷 

EXCEL出力した提案書は、EXCEL の機能で印刷できます。 

5.3.2項の手順で内容をご確認の上、必要と思われるシートを適宜印刷ください。 

一般的な印刷方法を下記に示します。 

（Ａ）全シートの印刷 

 ①［ファイル］－［印刷］の順にクリックします。 

        

②設定項目にて、「ブック全体を印刷」を選択し、印刷ボタンをクリックします。 

 

③全てのシートが印刷されます。 

御中

物件名：

☆☆☆☆

○○本社ビル　リニューアル工事

△△△△工務店

提案社名

業務用 空調・照明
省エネご提案書
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（Ｂ）選択したシートの印刷 

①印刷するシートを選択します。 

（※）CTRL キーを押しながらシートのタブをクリックことで、複数シートを選択することが 

できます。 

・選択されていないシートを CTRLキーを押しながらクリックすることで、選択。 

・選択されているシートを CTRL キーを押しながらクリックすることで、選択解除 

となります。 

選択後、選択されたシートのタブをクリックすることで、選択シート内容の確認ができま

す。 

 

 

  ②［ファイル］-［印刷］の順にクリックします。 

   

 

  ③設定項目にて、「作業中のシートを印刷」を選択し、印刷ボタンをクリックします。 

 

④選択したシートが印刷されます。 

選択されたシート 

御中

物件名：

☆☆☆☆

○○本社ビル　リニューアル工事

△△△△工務店

提案社名

業務用 空調・照明
省エネご提案書
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６．提案書の内容 

出力される提案書は、年間消費電力算出方法の概要、イントロダクション、省エネ計算結果（全体）、

ＰＡＣ省エネ計算結果概要、ＰＡＣ省エネ計算結果詳細、ＰＡＣ提案資料、照明器具省エネ計算結果概

要、照明器具省エネ計算結果詳細、照明器具提案資料、中長期計画書の順で出力されます。 

出力内容をシート毎に下記に示します。 

 

①年間消費電力算出方法の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②エアー搬送ファン設置時(連動)時の省エネ効果算出条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ロスナイ換気負荷低減量計算の流れと条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間消費電力算出方法の概要

です。 

ロスナイ換気負荷低減量計算

の流れと条件です。 

エアー搬送ファン設置時(連

動)時の省エネ効果算出条件 

です。 
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④イントロ提案書表紙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑤イントロ省エネ法Ｐ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥イントロ省エネ法Ｐ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

空調・照明の省エネ提案書の

表紙です。 
（空調機種群〔スリム、ビル用マルチ、

設備ＰＡＣ〕と照明を組み合わせて提案
書出力する場合に出ます。） 

Ⅰ.省エネ法の概要を説明する

資料です。 
（空調機種群〔スリム、ビル用マルチ、

設備ＰＡＣ〕と照明を組み合わせて提案
書出力する場合に出ます。） 
 

Ⅱ.省エネ法 主な改正点を説

明する資料です。 
（空調機種群〔スリム、ビル用マルチ、
設備ＰＡＣ〕と照明を組み合わせて提案

書出力する場合に出ます。） 
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⑦ イントロ省エネ法Ｐ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧イントロ省エネ法Ｐ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨イントロ省エネ法Ｐ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ.省エネ法 主な改正点を説

明資料です。(前ページの続き) 
（空調機種群〔スリム、ビル用マルチ、

設備ＰＡＣ〕と照明を組み合わせて提案
書出力する場合に出ます。） 
 

Ⅲ.省エネルギー基準改正の概

要を説明する資料です。 
（空調機種群〔スリム、ビル用マルチ、
設備ＰＡＣ〕と照明を組み合わせて提案
書出力する場合に出ます。） 
 

Ⅲ.省エネルギー基準改正の概

要を説明する資料です。(前ペ

ージの続き) 
（空調機種群〔スリム、ビル用マルチ、
設備ＰＡＣ〕と照明を組み合わせて提案
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⑩イントロ提案書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ＰＡＣ提案書表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ＰＡＣ提案書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空調機器と照明器具合算の省

エネ比較。 

現在の機器を推奨機器に入れ

替えた場合の月間、年間での

電気代差、１０年間でのラン

ニングコスト比較、年間ＣＯ

２削減量を表示します。 
（空調機種群〔スリム、ビル用マルチ、
設備ＰＡＣ〕と照明を組み合わせて提案
書出力する場合に出ます。） 

空調機器の省エネ提案書の表

紙です。 

空調機器での省エネ比較。月間、

年間での電気代差、１０年間での

ランニングコスト比較。ＣＯ２排

出量を表示します。 

　　　年間　 円 

　　　月間 円

　現在の機器のCO₂排出量　 kg

　おすすめの機器のCO₂排出量 kg

CO₂排出係数：

共通条件 空調条件 照明条件

電力会社： 冷房期間： 運転時間： 契約基本料金： 電気契約料金：

建物用途： 暖房期間： 契約種別： 夏季(7～9月)：

運転日数： その他季：

注）算出されている電気代、CO2排出量は、一定の条件下における機械的な計算結果であり、目安としてお考えください。

　　電気代は基本料金を含みません。 空調電気料金は、2014年4月28日改訂 現在

本ソフトは日本冷凍空調工業会（JRA 4002:2013R)に準じ、消費電力を計算しています。ご使用の負荷特性などの諸条件により大きく変わる場合がございます。本結果は、あくまで目安としてご利用ください。（お客様の省エネ効果

を保証するものではありません。）CO₂排出量はCO₂排出係数0.4kg-CO₂/kWh「各国における発電部門CO₂排出源単位の推計調査報告書-Ver.3(2006.6 Revised)-」(JEMA)としています。

年間電気代（円／年） 年間消費電力量（kWh）

　　おすすめの空調機器・照明機器に入れ替えると、 　　おすすめの空調機器・照明機器に入れ替えると、

230,785
　もお得です！ 　年間約

19,232

１０年間のランニングコスト比較

21.0円/kWh

年間ＣＯ２削減量

約 5.6 t 削減できます 杉の木に換算すると

＜試算条件＞杉の本数換算は50年生の杉１本あたり１年間に平均約14kgを吸収するとして計算。
（参考資料：「地球温暖化防止のためのみどりの吸収源対策」環境省/林野庁資料）

約 403 本分（当社比）

  6 日間 15.42円/kWh

東京電力 4月19日～ 11月11日 12 時間 24570.42円/月

14,113 　kWh 削減できます！

9,566

3,921

事務所 12月3日～ 3月15日 低圧電力 16.97円/kWh

0.4 kg/kWh

おすすめの機器入替による省エネ効果
以前に比べ、省エネ性能が大幅に向上している省エネ設備機器への入替えは、地球温暖化防止に大きく貢献します！
イニシャルコストがかかっても、ランニングコストで短期間に償却できる場合が数多くあります。

390,045
円/年 159,260

円/年

現在お使いの機器 おすすめの機器

23,914
kWh 9,801

kWh

現在お使いの機器 おすすめの機器

59%削減 59%削減

0
500,000

1,000,000
1,500,000
2,000,000
2,500,000
3,000,000
3,500,000
4,000,000
4,500,000

0年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年

[円]

現在お使いの機器

おすすめの機器

10年間使うと

2,307,850円

お得！

　　　年間　 円 

　　　月間 円

　現在の機器のCO₂排出量　 kg

　おすすめの機器のCO₂排出量 kg

CO₂排出係数：

共通条件 空調条件

電力会社： 冷房期間： 運転時間： 契約基本料金：

建物用途： 暖房期間： 契約種別： 夏季(7～9月)：

運転日数： その他季：

注）算出されている電気代、CO2排出量は、一定の条件下における機械的な計算結果であり、目安としてお考えください。

　　電気代は基本料金を含みません。 空調電気料金は、2014年4月28日改訂 現在

本ソフトは日本冷凍空調工業会（JRA 4002:2013R)に準じ、消費電力を計算しています。ご使用の負荷特性などの諸条件により大きく変わる場合がございます。本結果は、あくまで目安としてご利用ください。（お客様の省エネ効果

を保証するものではありません。）CO₂排出量はCO₂排出係数0.4kg-CO₂/kWh「各国における発電部門CO₂排出源単位の推計調査報告書-Ver.3(2006.6 Revised)-」(JEMA)としています。

１０年間のランニングコスト比較

年間電気代（円／年） 年間消費電力量（kWh）

　　おすすめの空調機器に入れ替えると、 　　おすすめの空調機器に入れ替えると、

230,092
　もお得です！ 　年間約

19,174

年間ＣＯ２削減量

約 5.6 t 削減できます 杉の木に換算すると

　kWh 削減できます！14,080

9,542

3,910

＜試算条件＞杉の本数換算は50年生の杉１本あたり１年間に平均約14kgを吸収するとして計算。
（参考資料：「地球温暖化防止のためのみどりの吸収源対策」環境省/林野庁資料）

東京電力 4月19日～ 11月11日 12 時間 24570.42円/月

本分（当社比）

  6 日間 15.42円/kWh

0.4 kg/kWh 約

事務所 12月3日～ 3月15日 低圧電力 16.97円/kWh

402
0

500,000
1,000,000
1,500,000
2,000,000
2,500,000
3,000,000
3,500,000
4,000,000
4,500,000

0年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年

[円]

現在お使いの機器

おすすめの機器

おすすめの機器入替による省エネ効果
以前に比べ、省エネ性能が大幅に向上している省エネ設備機器への入替えは、地球温暖化防止に大きく貢献します！
イニシャルコストがかかっても、ランニングコストで短期間に償却できる場合が数多くあります。

10年間使うと

2,300,920円

お得！

388,785
円/年 158,693

円/年

現在お使いの機器 おすすめの機器

23,854
kWh 9,774

kWh

現在お使いの機器 おすすめの機器

59%削減 59%削減
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⑬PACSlim提案書個別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭PACMulti提案書個別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮PAC設備用提案書個別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務用ＰＡＣの省エネ計算結

果。 

ビル用マルチエアコンの省エネ

計算結果。 

設備用 PACの省エネ計算結果。 

＜試算条件＞

所在地 ： 東京 空調時間 ： 8　時　 ～ 20　時　
建物用途 ： 事務所 冷房負荷 ： 10.0 kW (設計外気温35℃)
冷房期間 ： 4　月　19　日 ～ 11　月　11　日 暖房負荷 ： 5.5 kW (設計外気温0℃)
暖房期間 ： 12　月　3　日 ～ 3　月　15　日 設定温度 ： 冷房 27 ℃ 暖房 20 ℃
運転日数 ： 6　日／週　 電力会社／契約種別 ： 東京電力　／　低圧電力

＜年間電気代試算結果＞

台数 台数

(台） 冷房 暖房 冷房 暖房 合計 冷房 暖房 合計 (台） 冷房 暖房 冷房 暖房 合計 冷房 暖房 合計

1 1 11.3 14.2 4234 952 5187 69.9千円 14.7千円 84.6千円 1 1 11.2 14.0 876 184 1059 6.7 14.5千円 2.8千円 17.3千円

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 19

20 20

1 11.3 14.2 4234 952 5187 69.9千円 14.7千円 84.6千円 1 11.2 14.0 876 184 1059 14.5千円 2.8千円 17.3千円

＜年間電気代明細＞

契約電力（従量電灯はkVA、その他はkW） 4.52 kW(kVA) 2.15 kW(kVA)
基本料金 4983.97 円／月×12ヶ月＝ 59.8 千円 2368.44 円／月×12ヶ月＝ 28.4 千円
電力量料金 夏季(7～9月) 16.97 円/kWh× 2953 kWh= 50.1 千円 (従量電灯は夏季=年間） 16.97 円/kWh× 643 kWh= 10.9 千円

その他季 15.42 円/kWh× 2233 kWh= 34.4 千円 15.42 円/kWh× 416 kWh= 6.4 千円
合計 144.4 千円 45.7 千円

注)契約電力については、簡略化を図るため機器の入力値（カタログ値）から１台毎の契約電力を求め、台数分を加算しています。
   また、基本料金の算出に力率割引および割増しを考慮しておりません。電力量料金の算出には燃料費調整費を考慮しておりません。 二酸化炭素排出量 推奨機 424 kgCO2
   実際の契約電力、基本料金については、最寄りの電力会社営業窓口にご確認ください。 比較機 2075 kgCO2
   算出されている電気代、CO2排出量は、一定の条件下における機械的な計算結果であり、目安としてお考えください。 原油換算合理化期待値 1.06 kℓ

既設機 インバータ(推奨機)

番号 機種名
最大能力(kW） 年間入力(kWh） 年間電気代

番号 機種名
最大能力(kW） 年間入力(kWh） APF

2015

年間電気代

PLH-112FK  (10年) PLZ-ZRMP112EFCH

合計 合計

省エネ計算結果 ※本ソフトは日本冷凍空調工業会規格(JRA 4002:2013R）に準じて計算しているため、

RAC機種の場合、ルームエアコンのカタログスペックと異なるＡＰＦ値となりますことを

ご承知おきください。

＜試算条件＞

所在地 ： 東京 空調時間 ： 8　時　 ～ 20　時　
建物用途 ： 事務所 冷房負荷 ： 22.4 kW (設計外気温35℃)
冷房期間 ： 4　月　19　日 ～ 11　月　11　日 暖房負荷 ： 12.3 kW (設計外気温0℃)
暖房期間 ： 12　月　3　日 ～ 3　月　15　日 設定温度 ： 冷房 27 ℃ 暖房 20 ℃
運転日数 ： 6　日／週　 電力会社／契約種別 ： 東京電力　／　低圧電力

＜年間電気代試算結果＞

台数 台数

(台） 冷房 暖房 冷房 暖房 合計 冷房 暖房 合計 (台） 冷房 暖房 冷房 暖房 合計 冷房 暖房 合計

1 1 22.4 26.2 7619 1749 9368 125.7千円 27.0千円 152.7千円 1 1 22.4 25.0 2838 861 3700 5.6 46.9千円 13.3千円 60.1千円

3 2

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

4 22.4 26.2 7619 1749 9368 125.7千円 27.0千円 152.7千円 3 22.4 25.0 2838 861 3700 46.9千円 13.3千円 60.1千円

＜年間電気代明細＞

契約電力（従量電灯はkVA、その他はkW） 8.10 kW(kVA) 6.34 kW(kVA)
基本料金 8922.96 円／月×12ヶ月＝ 107.1 千円 6984.14 円／月×12ヶ月＝ 83.8 千円
電力量料金 夏季(7～9月) 16.97 円/kWh× 5296 kWh= 89.9 千円 (従量電灯は夏季=年間） 16.97 円/kWh× 2000 kWh= 33.9 千円

その他季 15.42 円/kWh× 4072 kWh= 62.8 千円 15.42 円/kWh× 1700 kWh= 26.2 千円
合計 259.7 千円 144.0 千円

注)契約電力については、簡略化を図るため機器の入力値（カタログ値）から１台毎の契約電力を求め、台数分を加算しています。
   また、基本料金の算出に力率割引および割増しを考慮しておりません。電力量料金の算出には燃料費調整費を考慮しておりません。 二酸化炭素排出量 推奨機 1480 kgCO2
   実際の契約電力、基本料金については、最寄りの電力会社営業窓口にご確認ください。 比較機 3747 kgCO2
   算出されている電気代、CO2排出量は、一定の条件下における機械的な計算結果であり、目安としてお考えください。 原油換算合理化期待値 1.46 kℓ

既設一定速 インバータ(推奨機)

番号 機種名
最大能力(kW） 年間入力(kWh） 年間電気代

番号 機種名
最大能力(kW） 年間入力(kWh） APF

2015

年間電気代

PUHS-200C  (10年) PUHY-GP224DMG

PLHS-63B PLFY-P112BMG2

合計 合計

省エネ計算結果

＜試算条件＞

所在地 ： 東京 空調時間 ： 8　時　 ～ 20　時　
建物用途 ： 事務所 冷房負荷 ： 20.0 kW (設計外気温35℃)
冷房期間 ： 4　月　19　日 ～ 11　月　11　日 暖房負荷 ： 11.0 kW (設計外気温0℃)
暖房期間 ： 12　月　3　日 ～ 3　月　15　日 設定温度 ： 冷房 27 ℃ 暖房 20 ℃
運転日数 ： 6　日／週　 電力会社／契約種別 ： 東京電力　／　低圧電力

＜年間電気代試算結果＞

台数 台数

(台） 冷房 暖房 冷房 暖房 合計 冷房 暖房 合計 (台） 冷房 暖房 冷房 暖房 合計 冷房 暖房 合計

1 1 25.0 30.0 7542 1757 9299 124.5千円 27.1千円 151.6千円 1 1 22.4 25.0 3704 1311 5015 3.7 61.0千円 20.2千円 81.2千円

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 19

20 20

1 25.0 30.0 7542 1757 9299 124.5千円 27.1千円 151.6千円 1 22.4 25.0 3704 1311 5015 61.0千円 20.2千円 81.2千円

＜年間電気代明細＞

契約電力（従量電灯はkVA、その他はkW） 9.68 kW(kVA) 5.76 kW(kVA)
基本料金 10663.49 円／月×12ヶ月＝ 128.0 千円 6345.22 円／月×12ヶ月＝ 76.1 千円
電力量料金 夏季(7～9月) 16.97 円/kWh× 5273 kWh= 89.5 千円 (従量電灯は夏季=年間） 16.97 円/kWh× 2503 kWh= 42.5 千円

その他季 15.42 円/kWh× 4027 kWh= 62.1 千円 15.42 円/kWh× 2513 kWh= 38.7 千円
合計 279.5 千円 157.4 千円

注)契約電力については、簡略化を図るため機器の入力値（カタログ値）から１台毎の契約電力を求め、台数分を加算しています。

   また、基本料金の算出に力率割引および割増しを考慮しておりません。電力量料金の算出には燃料調整費を考慮しておりません。 二酸化炭素排出量 推奨機 2006 kgCO2
   実際の契約電力、基本料金については、最寄りの電力会社営業窓口にご確認ください。（低圧電力契約の場合、基本料金の変更は契約電力の変更手続きが必要になります。） 比較機 3720 kgCO2
   算出されている電気代、CO2排出量は、一定の条件下における機械的な計算結果であり、目安としてお考えください。 原油換算合理化期待値 1.10 kℓ

既設一定速 インバータ(推奨機)

番号 機種名
最大能力(kW） 年間入力(kWh） 年間電気代

番号 機種名
最大能力(kW） 年間入力(kWh） APF

2015

年間電気代

PFHK-P280AW-A  (10年) PFHV-P224CM-E

合計 合計

省エネ計算結果
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⑯PACSlimリース／クレジット提案書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑰PACSlim商品提案Ｐ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑱PACSlim商品提案Ｐ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人感ムーブアイによる 

省エネ提案用資料です。 

 

リース/クレジットでの提案

資料 

 

スリム ZRの説明資料です。 
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⑲PACSlim商品提案Ｐ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑳PACSlim商品提案Ｐ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○21ロスナイ商品提案Ｐ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモコン管理による 

省エネ提案資料です。 

ロスナイによる省エネなどの

技術説明資料です。 

 

ズバ暖スリムの 

提案資料です。 
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○22エア搬送ファン（設置パターン××）気流分布 

 

 

○23 PACMulti商品提案Ｐ１ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○24 PACMulti商品提案Ｐ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビル用マルチエアコンのグラ

ンマルチ、リプレースグラン

マルチ室外ユニットの説明資

料です。 

空調冷熱総合管理システム 

AE-200Jの説明資料です。 

エア搬送ファンによる気流分

布資料です。 
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○25 PACMulti商品提案Ｐ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○26 PACMulti商品提案Ｐ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○27 PACMulti商品提案Ｐ５ 

 

  

ビル用マルチエアコンのシテ

ィマルチ YGR(高効率)室外ユ

ニットによる省エネなどの技

術説明資料です。 

ビル用マルチエアコンのシテ

ィマルチ YGR(標準)室外ユニ

ットによる導入メリットなど

の説明資料です。 

 

ビル用マルチエアコンのリプ

レースグランマルチ室外ユニ

ットによる導入メリットなど

の説明資料です。 
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○28 PACMulti商品提案Ｐ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉙PAC 設備用商品提案Ｐ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉚PAC 設備用商品提案Ｐ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備用 PAC 各シリーズ別の提

案資料です。 

 

設備用 PAC 各シリーズ別の提

案資料です。 

 

ビル用マルチエアコンのリプ

レースマルチ YGR(標準)室外

ユニットによる導入メリット

などの説明資料です。 
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㉛照明提案書表紙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㉜照明提案書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉝照明提案書個別 

 
 

 

 

 

照明での省エネ比較。月間、年

間での電気代差、１０年間で

のランニングコスト比較。Ｃ

Ｏ２排出量を表示します。 

各機種の消費電力量、光束、年

間電気代、計算条件などを表

示します。 

 

照明機器の省エネ提案書の表

紙です。 

　　　年間　 円 

　　　月間 円

　現在の機器のCO₂排出量　 kg

　おすすめの機器のCO₂排出量 kg

CO₂排出係数：

共通条件 照明条件

電力会社： 電気契約料金：

建物用途：

注）算出されている電気代、CO2排出量は、一定の条件下における機械的な計算結果であり、目安としてお考えください。

　　電気代は基本料金を含みません。

本ソフトは日本冷凍空調工業会（JRA 4002:2013R)に準じ、消費電力を計算しています。ご使用の負荷特性などの諸条件により大きく変わる場合がございます。本結果は、あくまで目安としてご利用ください。（お客様の省エネ効果

を保証するものではありません。）CO₂排出量はCO₂排出係数0.4kg-CO₂/kWh「各国における発電部門CO₂排出源単位の推計調査報告書-Ver.3(2006.6 Revised)-」(JEMA)としています。

年間電気代（円／年） 年間消費電力量（kWh）

　　おすすめの照明機器に入れ替えると、 　　おすすめの照明機器に入れ替えると、

693
　もお得です！ 　年間約 33 　kWh 削減できます！

58

１０年間のランニングコスト比較 年間ＣＯ２削減量

約 0 t 削減できます 杉の木に換算すると

0.4 kg/kWh

事務所

24

11

＜試算条件＞杉の本数換算は50年生の杉１本あたり１年間に平均約14kgを吸収するとして計算。
（参考資料：「地球温暖化防止のためのみどりの吸収源対策」環境省/林野庁資料）

東京電力

約 1 本分（当社比）

21.0円/kWh

おすすめの機器入替による省エネ効果
以前に比べ、省エネ性能が大幅に向上している省エネ設備機器への入替えは、地球温暖化防止に大きく貢献します！
イニシャルコストがかかっても、ランニングコストで短期間に償却できる場合が数多くあります。

1,260
円/年 567

円/年

現在お使いの機器 おすすめの機器

60
kWh 27

kWh

現在お使いの機器 おすすめの機器

55%削減 55%削減

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

0年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年

[円]

現在お使いの機器

おすすめの機器

10年間使うと

6,930円

お得！
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㉞照明商品提案Ｐ１ 

 

 

㉟照明商品提案Ｐ２ 

 

 

㊱照明商品提案Ｐ３ 

 

 

 

 

 

 

LED照明「LINE LIGHT」のご紹

介資料です。 

LED照明「LED照明の取り組み」

についての資料です。 

 

LED照明「三菱の品質基準」に

ついての資料です。 
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㊲照明商品提案Ｐ４ 

 

 

㊳中長期計画書 

 

LED 照明「CEILING」のご紹介

資料です。 

 

空調、照明の中長期計画書です。 

 

｢ｴﾈﾙｷﾞｰ使用 合理化期待効果｣ 

の値は、原油換算値です。 

空調は、SLIM、ビルマル、設備 PAC

で合算した値となります。 
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７．マスタメンテナンス 
データベースにない機種を計算するためには、その機種のデータを登録する必要があります。 

マスタメンテナンスで、データベースにない機種を登録することができます。 

 

7.1 業務用ＰＡＣ（Mr.SLIM)のマスタメンテナンス 

（１）初期画面の一番下“⑥マスタメンテナンス”の中の［業務用ＰＡＣ(Mr.SLIM)］ボタンをクリックし 

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）マスタメンテナンスの［業務用ＰＡＣ(Mr.Slim)］のボタンをクリックするとデータ登録のシートが

開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①該当する機種のデータシートを選択してください。 

②追加する機種の必要項目データを入力してください。 

④保存して終了してください。 

③「ﾃﾞｰﾀ登録ﾎﾞﾀﾝ」をクリックして追加データを登録してください。 
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（３）データ登録の流れは下記の通りになります。 

①データシートの選択：機種の種類によって登録するシートが違います。 

 ↓ 

②必要項目の入力：形名や能力など、必要な項目を入力します。 

 ↓ 

③「データ登録ボタン」をクリックし、データを登録します。 

 ↓ 

④データ登録を終了し、計算を開始します。 

 

①データシート選択 

データシートは、登録解説シートの他に３つのシートに分かれています。 

 

それぞれの用途は以下の通りです。 

 

○ＩＮＶ機データ 

 「推奨機」(お奨めしたい空調機）データの登録シートです。 

○既設ＩＮＶ機データ  

 「比較機」（比較対象となる空調機）データの登録シートです。 

比較機のデータとなりますがインバーター機のデータのみ登録願います。 

一定速機のデータは次に説明します「既設一定速データ」シートに登録願います。 

○既設一定速データ 

 「比較機」（比較対象となる空調機）データの登録シートです。 

 一定速機のデータのみ登録願います。 

※ 追加登録する機種のデータシートに機種の数値を入力後、左上の「データ登録ボタン」をクリック

してデータを登録してください。        

以下、ＩＮＶ機データのシートを使ってご説明します。     

     

②必要項目の入力 

入力項目は以下の通りです。 

○ランニングＮｏ．   

一番左列（A列）に番号を振ってください。既にある場合は不要です。 

○電源 

単相機種または三相機種を確定するために入力します。 

単相 または 三相 と入力してください。 

※それ以外の文字を入力した場合は機種リストに表示されませんのでご注意ください。 

○室内機タイプ 

室内機の機種を確定するために入力します。 

入力できる機種タイプは下記の通りです。 

 

機種データ登録シート 登録方法解説シート 
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ＩＮＶ機データ 

4方向ｶｾｯﾄ(人感ﾑｰﾌﾞｱｲ) 4方向ｶｾｯﾄ(ｴﾘｱﾑｰﾌﾞｱｲ) 4方向ｶｾｯﾄ 

2方向ｶｾｯﾄ(ﾑｰﾌﾞｱｲ) 2方向ｶｾｯﾄ 1方向ｶｾｯﾄ(人感ﾑｰﾌﾞｱｲ) 

1方向ｶｾｯﾄ(ﾑｰﾌﾞｱｲ) 1方向ｶｾｯﾄ ﾋﾞﾙﾄｲﾝ 

天埋 天吊(ﾑｰﾌﾞｱｲ) 天吊 

壁掛 床置 厨房 

既設ＩＮＶ機データ 

4方向ｶｾｯﾄ(人感ﾑｰﾌﾞｱｲ) 4方向ｶｾｯﾄ(ｴﾘｱﾑｰﾌﾞｱｲ) 4方向ｶｾｯﾄ(ﾑｰﾌﾞｱｲ 360) 

4方向ｶｾｯﾄ 2方向ｶｾｯﾄ(ﾑｰﾌﾞｱｲ) 2方向ｶｾｯﾄ 

1方向ｶｾｯﾄ(ﾑｰﾌﾞｱｲ) 1方向ｶｾｯﾄ ﾋﾞﾙﾄｲﾝ 

天埋 天吊(ﾑｰﾌﾞｱｲ) 天吊 

壁掛 床置 厨房 

代表機種   

既設一定速データ 

4方向ｶｾｯﾄ 2方向ｶｾｯﾄ 1方向ｶｾｯﾄ 

ﾋﾞﾙﾄｲﾝ 天埋 天吊 

壁掛 床置 厨房 

代表機種  

※入力できる機種タイプ以外の文字を入力した場合は、機種リストに表示されませんのでご注意

ください。 

※該当する機種が無い場合は機種名に「該当機種なし」の表示がでます。 

 例）既設一定速機で室内機タイプを「4方向ｶｾｯﾄ(ｴﾘｱﾑｰﾌﾞｱｲ)」にした場合などです。 

○形名 

比較する追加機種の形名を入力してください。入力は半角文字でお願い致します。 

○定格冷房標準能力 

カタログ記載の定格冷房標準能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○定格暖房標準能力 

カタログ記載の定格暖房標準能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最大暖房低温能力 

カタログ記載の最大暖房低温能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○定格冷房標準消費電力 

 カタログ記載の定格冷房標準消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○定格暖房標準消費電力 

カタログ記載の定格暖房標準消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最大暖房低温消費電力 

カタログ記載の最大暖房低温消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○ヒーター容量 

ヒーター付機種を登録する場合は、ヒーター容量分を含まない仕様データ（定格暖房標準能力、

定格暖房標準消費電力）を入力してください。ヒーター容量は必ずシートの「ヒーター容量(kW)」

欄に、値を入力するようにしてください。 

 



 

業務用省エネ計算統合ソフト操作説明書 

49 

○中間冷房標準能力 

カタログ記載の中間冷房標準能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間暖房標準能力 

カタログ記載の中間暖房標準消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間冷房標準消費電力 

カタログ記載の中間冷房標準消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間暖房標準消費電力 

カタログ記載の中間暖房標準消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最大暖房能力 

カタログ記載の定格暖房標準能力の最大値を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間冷房中温能力 

カタログ記載の中間冷房中温能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最小冷房中温能力 

カタログ記載の最小冷房中温能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最小暖房標準能力 

カタログ記載の最小暖房標準能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間冷房中温消費電力 

カタログ記載の中間冷房中温消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最小冷房中温消費電力 

カタログ記載の最小冷房中温消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最小暖房標準消費電力 

カタログ記載の最小暖房標準消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最大暖房極低温能力 

カタログ記載の最大暖房極低温能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最大暖房極低温消費電力 

カタログ記載の最大暖房極低温消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

 

③データ登録ボタン 

Ａ．機種データ入力の後、データ登録ボタンをクリックしてデータを登録してください。 

Ｂ．データ登録後、右上の終了ボタン「×」をクリックしてください。 

Ｃ．データ追加の変更を保存するかどうかの画面がでますので「はい（Ｙ）」をクリックしてください。

最初の計算画面に戻ります。 

 

追加したデータをその後も継続 

して使用する場合は、ソフトに 

追加データを保存する必要があ 

りますので、必ず「はい（Ｙ）」 

をクリックして終了させてくだ 

さい。 

 

 

 

 

 

A．データ登録ボタン B．終了ボタン 
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7.1.2 ロスナイのマスタメンテナンス 

（１）初期画面の一番下“⑥マスタメンテナンス”の中の［ロスナイ］ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）データ登録シートが開きます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）データ登録の流れは下記の通りになります。 ロスナイデータのシートを選択後、下記の要領で入力 

してください。 

①必要項目の入力 

  形名や能力など、必要な項目を入力します。 

   ↓ 

②「ﾃﾞｰﾀ登録ﾎﾞﾀﾝ」をクリックし、データを登録します。 

 ↓ 

③データ登録を終了し、計算を開始します。 

 

入力項目は以下の通りです。 

 

①追加する機種の必要項目データを入力してください。 

②「ﾃﾞｰﾀ登録ﾎﾞﾀﾝ」をクリックして 

追加データを登録してください。 
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○ランニングＮｏ． 

一番左隅（A列）に番号を振ってください。既にある場合は不要です。 

○メーカー 

メーカー名を記入してください。 

○電源 

単相機種または三相機種を確定するために入力します。 

単相 または 三相 と入力してください。 

それ以外の文字を入力した場合はリストに表示されませんのでご注意ください。 

○用途 

ロスナイの用途を確定するために入力します。 

入力できる用途は下記の通りです。 

それ以外の文字を入力した場合はリストに表示されませんのでご注意ください。 

業務用ﾛｽﾅｲ 設備用ﾛｽﾅｲ 

店舗用ﾛｽﾅｲ 学校用ﾛｽﾅｲ 

○タイプ 

ロスナイのタイプを確定するために入力します。 

入力できる機種タイプは下記の通りです。 

それ以外の文字を入力した場合はリストに表示されませんのでご注意ください。 

ﾊﾟﾜｰ脱臭ｶｾｯﾄ形  外気処理ﾕﾆｯﾄ(床置ﾋﾞﾙﾄｲﾝ形加熱加湿付直膨ﾀｲﾌﾟ) ﾋﾞﾙ用ﾛｽﾅｲﾊﾟｯｸ形 

天吊ｶｾｯﾄ形 外気処理ﾕﾆｯﾄ(天井埋込形加熱加湿付直膨ﾀｲﾌﾟ) ﾋﾞﾙ用ﾛｽﾅｲﾕﾆｯﾄ横形 

天吊ｶｾｯﾄ形加湿付 床置形 耐湿形 

天吊埋込形 床置ﾋﾞﾙﾄｲﾝ形加湿付 全ｶｾｯﾄ形 

天吊埋込形加湿付 床置ﾋﾞﾙﾄｲﾝ形機械室設置ﾀｲﾌﾟ加湿付 真下ｸﾞﾘﾙ形 

天吊露出形  

○機能 

ロスナイの機能を確定するために入力します。 

入力できる機能は下記の通りです。 

それ以外の文字を入力した場合はリストに表示されませんのでご注意ください。 

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ 耐湿形全熱交換ﾀｲﾌﾟ 

ﾏｲｺﾝﾀｲﾌﾟ<ﾌﾘｰﾌﾟﾗﾝ対応形> 指定がない場合は”－”にして 

ください。 耐湿形顕熱交換ﾀｲﾌﾟ 

○形名 

比較する追加機種の形名を入力してください。入力は半角文字でお願い致します。 

○換気風量 

カタログ記載の換気風量を半角英数で数字のみ入力してください。 

給気と排気の２つの表記がある機種は２つとも登録願います。 

○温度交換効率 

カタログ記載の温度交換効率を半角英数で数字のみ入力してください。 

○エンタルピ交換効率 

カタログ記載のエンタルピ交換効率を半角英数で数字のみ入力してください。 
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○希望小売価格 

カタログ記載の希望小売価格を入力してください。 

 

（４）データ登録ボタン 

データ登録ボタンをクリックしてデータを登録してください。最初の画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A．データ登録ボタン 
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7.2 ビル用マルチエアコンのマスタメンテナンス 

（１）初期画面の一番下“⑥マスタメンテナンス”の中の［ビル用マルチエアコン］ボタンをクリックし 

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）データ登録のシートが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）データ登録の流れは下記の通りになります。 

①データシートの選択：機種の種類によって登録するシートが違います。 

 ↓ 

②必要項目の入力：形名や能力など、必要な項目を入力します。 

 ↓ 

③「データ登録ボタン」をクリックし、データを登録します。 

 ↓ 

④データ登録を終了します。 

 

①データシート選択 

データシートは、登録解説シートの他に３つのシートに分かれています。 

 

 

 

①該当する機種のデータシートを選択してください。 

②追加する機種の必要項目データを入力してください。 

③「ﾃﾞｰﾀ登録ﾎﾞﾀﾝ」をクリックして 

追加データを登録してください。 

④保存して終了してください。 
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それぞれの用途は以下の通りです。 

 

○ＩＮＶ機データ 

「推奨機」(お奨めしたい空調機)データの登録シートです。 

○既設ＩＮＶ機データ 

「比較機」（比較対象となる空調機）データの登録シートです。 

比較機のデータとなりますがインバーター機のデータのみ登録願います。 

一定速機のデータは次に説明します「既設一定速データ」シートに登録願います。 

○既設一定速データ 

「比較機」（比較対象となる空調機）データの登録シートです。 

一定速機のデータのみ登録願います。 

※追加登録する機種のデータシートに機種の数値を入力後、左上の「データ登録ボタン」をクリックし

てデータを登録してください。 

以下、ＩＮＶ機データのシートを使ってご説明します。 

 

②必要項目の入力 

入力項目は以下の通りです。 

○ランニングＮｏ．   

一番左列（A列）に番号を振ってください。既にある場合は不要です。 

○電源 

単相機種または三相機種を確定するために入力します。 

単相 または 三相 と入力してください。 

※それ以外の文字を入力した場合は機種リストに表示されませんのでご注意ください。 

○タイプ 

機種を確定するために入力します。 

入力できる機種タイプは下記の通りです。  

※それ以外の文字を入力した場合は機種リストに表示されませんのでご注意ください。 

※該当する機種が無い場合は機種名に「該当機種なし」の表示がでます。 

ＩＮＶ機データ  ： ｸﾞﾗﾝﾏﾙﾁ、ﾘﾌﾟﾚｰｽｸﾞﾗﾝﾏﾙﾁ、ﾏﾙﾁ S、ｽﾞﾊﾞ暖ﾏﾙﾁ S、Y GR、Y GR(高効率)、 

ﾘﾌﾟﾚｰｽ Y GR、ｽﾞﾊﾞ暖ﾏﾙﾁ Y、ｽﾞﾊﾞ暖ﾏﾙﾁ 7、ﾘﾌﾟﾚｰｽｽﾞﾊﾞ暖ﾏﾙﾁ Y、 

ﾘﾌﾟﾚｰｽｽﾞﾊﾞ暖ﾏﾙﾁ 7、R2 GR、R2 GR高効率、他社品 

既設ＩＮＶ機データ： ｸﾞﾗﾝﾏﾙﾁ、ﾘﾌﾟﾚｰｽｸﾞﾗﾝﾏﾙﾁ、ﾏﾙﾁ S、ﾏﾙﾁ Y、ﾘﾌﾟﾚｰｽ EG、Y Eeco、ﾘﾌﾟﾚｰｽ Eeco、 

Y GR、Y GR(高効率)、ﾘﾌﾟﾚｰｽ Y GR、ﾘﾌﾟﾚｰｽ Y GR(高効率)、R2 GR、 

R2 GR高効率、ﾏﾙﾁ R2、他社品 

既設一定速データ ： － 

 

 

 

機種データ登録シート 登録方法解説シート 
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○形名 

比較する追加機種の形名を入力してください。入力は半角文字でお願い致します。 

○定格冷房標準能力 

カタログ記載の冷房能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○定格暖房標準能力 

カタログ記載の暖房能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○定格冷房標準消費電力(室内機込み) 

室内機込みの冷房定格消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○定格暖房標準消費電力(室内機込み) 

室内機込みの暖房定格消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○ヒーター容量 

ヒーター付機種を登録する場合は、ヒーター容量分を含まない仕様データ（定格暖房標準能力、 

定格暖房標準消費電力）を入力してください。ヒーター容量は必ずシートの「ヒーター容量(kW)」 

欄に値を入力するようにしてください。 

○中間冷房標準能力        

 カタログ記載の中間冷房標準能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間暖房標準能力 

カタログ記載の中間暖房標準能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間冷房標準消費電力(室内機込み) 

室内機込みの中間冷房標準消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間暖房標準消費電力(室内機込み) 

室内機込みの中間暖房標準消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最大暖房能力 

カタログ記載の暖房能力の最大値を半角英数で数字のみ入力してください。 

○室内機 

室内機の形名、台数を入力してください。入力できるのは３種類までです。 

入力は半角文字でお願い致します。 

４種類以上の場合は、お手数ですが提案書（Excel）を手修正願います。 

消費電力は台数分全てを込みで入力願います。 

○中間冷房中温能力 

カタログ記載の中間冷房中温能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最小冷房中温能力 

カタログ記載の最小冷房中温能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最小暖房標準能力 

カタログ記載の最小暖房標準能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間冷房中温消費電力(室内機込み) 

室内機込みの中間冷房中温消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最小冷房中温消費電力(室内機込み) 

室内機込みの最小冷房中温消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最小暖房標準消費電力(室内機込み) 

室内機込みの最小暖房標準消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 
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○最大暖房極低温能力 

カタログ記載の最大暖房極低温能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最大暖房極低温消費電力(室内機込み) 

室内機込みの最大暖房極低温消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最大暖房低温能力 

カタログ記載の最大暖房低温能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

(2014年度品以前の場合、カタログ記載の暖房低温能力が相当します。) 

○最大暖房低温消費電力 

室内機込みの最大暖房低温消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

(2014年度品以前の場合、カタログ記載の暖房低温消費電力が相当します。) 

 

③ データ登録ボタン 

Ａ．機種データ入力の後、データ登録ボタンをクリックしてデータを登録してください。 

Ｂ．データ登録後、右上の終了ボタン「×」をクリックしてください。 

Ｃ．データ追加の変更を保存するかどうかの画面がでますので「はい（Ｙ）」をクリックしてください。

最初の計算画面に戻ります。 

追加したデータをその後も継続して使用する場合は、ソフトに追加データを保存する必要がありますの 

で、必ず「はい（Ｙ）」をクリックして終了させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機種デ

登

A.データ登録ボタン B.終了ボタン 
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7.3 設備用ＰＡＣのマスタメンテナンス 

（１）初期画面の一番下“⑥マスタメンテナンス”の中の［設備用ＰＡＣボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）マスタメンテナンスの［設備用ＰＡＣ］のボタンをクリックするとデータ登録のシートが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）データ登録の流れは下記の通りになります。 

①データシートの選択：機種の種類によって登録するシートが違います。 

 ↓ 

②必要項目の入力：形名や能力など、必要な項目を入力します。 

 ↓ 

③「データ登録ボタン」をクリックし、データを登録します。 

 ↓ 

④データ登録を終了し、計算を開始します。 

 

①該当する機種のデータシートを選択してください。 

②追加する機種の必要項目データを入力してください。 

③「ﾃﾞｰﾀ登録ﾎﾞﾀﾝ」をクリックして 

追加データを登録してください。 

④保存して終了してください。 
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①データシート選択          

データシートは、登録解説シートの他に３つのシートに分かれています。 

 

それぞれの用途は以下の通りです。 

 

○ＩＮＶ機データ 

 「推奨機」(お奨めしたい空調機）データの登録シートです。 

○既設ＩＮＶ機データ  

 「比較機」（比較対象となる空調機）データの登録シートです。 

比較機のデータとなりますがインバーター機のデータのみ登録願います。 

一定速機のデータは次に説明します「既設一定速データ」シートに登録願います。 

○既設一定速データ 

 「比較機」（比較対象となる空調機）データの登録シートです。 

 一定速機のデータのみ登録願います。 

※ 追加登録する機種のデータシートに機種の数値を入力後、左上の「データ登録ボタン」をクリック

してデータを登録してください。 

以下、ＩＮＶ機データのシートを使ってご説明します。 

 

②必要項目の入力 

入力項目は以下の通りです。 

○ランニングＮｏ． 

一番左列（A列）に番号を振ってください。既にある場合は不要です。 

○電源 

単相機種または三相機種を確定するために入力します。 

単相 または 三相 と入力してください。 

※それ以外の文字を入力した場合は機種リストに表示されませんのでご注意ください。 

○室内機タイプ 

室内機の機種を確定するために入力します。 

入力できる機種タイプは下記の通りです。 

ＩＮＶ機データ 

一般空調用床置 一般空調用床置高効率 一般空調用天吊 

既設ＩＮＶ機データ 

一般空調用床置 一般空調用床置高効率 一般空調用天吊 

既設一定速データ 

一般空調用床置 

※それ以外の文字を入力した場合は機種リストに表示されませんのでご注意ください。 

※該当する機種が無い場合は機種名に「該当機種なし」の表示がでます。 

 

機種データ登録シート 登録方法解説シート 
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○形名 

比較する追加機種の形名を入力してください。入力は半角文字でお願い致します。 

○定格冷房標準能力 

カタログ記載の冷房能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○定格暖房標準能力 

カタログ記載の暖房能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○定格冷房標準消費電力 

 カタログ記載の冷房消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○定格暖房標準消費電力 

 カタログ記載の暖房消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○ヒーター容量 

ヒーター付機種を登録する場合は、ヒーター容量分を含まない仕様データ（暖房能力、暖房消費 

電力）を入力してください。ヒーター容量は必ずシートの「ヒーター容量(kW)」欄に、値を入力 

するようにしてください。 

○中間冷房標準能力        

 カタログ記載の中間冷房標準能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間暖房標準能力 

カタログ記載の中間暖房標準能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間冷房標準消費電力 

カタログ記載の中間冷房標準消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間暖房標準消費電力 

カタログ記載の中間暖房標準消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最大冷房能力 

カタログ記載の冷房能力の最大値を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最大暖房能力 

カタログ記載の暖房能力の最大値を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間冷房中温能力 

カタログ記載の中間冷房中温能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最小冷房中温能力 

カタログ記載の最小冷房中温能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最小暖房標準能力 

カタログ記載の最小暖房標準能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○中間冷房中温消費電力 

カタログ記載の中間冷房中温消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最小冷房中温消費電力 

カタログ記載の最小冷房中温消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最小暖房標準消費電力 

カタログ記載の最小暖房標準消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最大暖房極低温能力 

カタログ記載の最大暖房極低温能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最大暖房極低温消費電力 

カタログ記載の最大暖房極低温消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 
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○最大暖房低温能力 

カタログ記載の暖房低温能力を半角英数で数字のみ入力してください。 

○最大暖房低温消費電力 

 カタログ記載の暖房低温消費電力を半角英数で数字のみ入力してください。 

 

③データ登録ボタン 

Ａ．機種データ入力の後、データ登録ボタンをクリックしてデータを登録してください。 

Ｂ．データ登録後、右上の終了ボタン「×」をクリックしてください。 

Ｃ．データ追加の変更を保存するかどうかの画面がでますので「はい（Ｙ）」をクリックしてください。

最初の計算画面に戻ります。 

追加したデータをその後も継続して使用する場合は、ソフトに追加データを保存する必要がありますの

で、必ず「はい（Ｙ）」をクリックして終了させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A．データ登録ボタン B．終了ボタン 
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7.4 空調電気料金のマスタメンテナンス 

電気料金単価の修正方法は下記の通りです 

（１） マスタメンテナンスの［空調電気料金］のボタンをクリックします。 

「電気料金を更新した場合、必ず業務用 PAC(Mr.Slim)、ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ、設備用 PAC省ｴﾈ計算を再計

算してください」というメッセージが表示されます。「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） データ登録のシートが開きます。シートは２つありますが、一番最初の「電気料金表」を選択して

ください。 

 

①電気料金表 
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データ登録の流れは下記の通りになります。 

①データシートの選択：一番最初の「電気料金表」を選択してください。 

   ↓ 

②単価の入力：該当する単価を変更します。 

       ※契約名はソフトウェアの都合上、全国で統一した名称としています。 

       ※該当する契約名が無い場合でも一番近い契約体系で単価を変更願います。 

 ↓ 

③データ登録します。 

データの入力が終了しましたら右上の終了ボタン「×」をクリックして終了してください。 

※その際、変更を保存するかどうかの画面が出ますので、必ず「はい（Ｙ）」をクリックして終了して

ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正したデータをその後も継続して使用する場合は、ソフトに修正データを保存する必要がありますの

で、必ず［はい（Y)］をクリックして終了させてください。 

 

終了後、計算画面に戻ります。 

 

 ※終了後は、再度省エネ計算をやり直してください。 

 

 

①電気料金表 

②該当する単価を変更します。 

④電気料金変更確認ボタン 

③終了ボタン 
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